
令和２年11⽉17⽇（⽕）

第５回
国府宮駅周辺再整備検討会

時間︓14:00〜16︓00
於 ︓稲沢市役所 議員総会室
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国府宮駅周辺⻑期ビジョンについて
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序 国府宮駅周辺⻑期ビジョン検討の
経緯及び位置づけ

検討の経緯

4

■平成30年度

・国府宮駅周辺の再整備に係る長期ビジョンのイメージや、
短期ビジョンにおける再整備案をとりまとめ。

■令和元年度

・２つの組織（国府宮駅周辺再整備に係る再開発研究会、国
府宮駅周辺まちづくりを考える会）を立ちあげ、短期ビジョン
に向けた再整備の基本的な考え方を示した「国府宮駅周辺
再開発基本計画」を策定。

・長期ビジョンについては、将来イメージ図及びエリア別方針
（案）を作成。
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位置づけ
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・「第３次稲沢市都市計画マスタープラン」では、国府宮駅周
辺について、都市中心拠点にふさわしいまちづくりを進める
地域として、重点施策エリアに設定。

・令和２年度は、都市計画マスタープランで掲げた重点施策
エリアに向けた取組みと、これまでにとりまとめた長期ビジョ
ンに基づいて、より具体的な国府宮駅周辺まちづくり構想（案
）をとりまとめる予定。

検討対象区域
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・国府宮駅周辺長期ビジョンにおける検討対象区域は、都市
計画マスタープランで設定している重点施策エリア。

・国府宮駅を中心とした都市中心拠点地区、市民会館や図
書館、市民病院を中心とした文化交流拠点周辺地区に分け
、それぞれを連携させる。

3



検討対象区域
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検討対象区域
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１ 上位・関連計画調査

10

（１）上位・関連計画からの配慮事項
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配慮事項① 将来⼈⼝を踏まえたまちづくり
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2015年

2060年

現在、稲沢市の人口は国府宮駅周辺から
稲沢駅周辺の地域に集中。

稲沢市の人口が減少しても、国府宮駅周
辺から稲沢駅周辺の地域では都市の市街
地として必要な６０人/ｈａ以上の人口密度
が確保できそう。

市全体の将来推計人口では、長期的には
大きく減少する恐れあり。

長期的な人口減少がもたらす市街地全体の空洞化を避けるために、

人口集積の高い国府宮駅周辺では次のようなまちづくりが必要

■市全体の⼈⼝減少を抑制する新規転⼊を促す住宅地としての役割
○名古屋駅周辺へのアクセス性が高い国府宮駅周辺の利便性を活かして、市
全体の人口減少を抑制する市外からの定住人口を確保する住宅地として役
割を担う。

稲沢市の都市構造の核となる中⼼市街地としての役割を担う

12

■市内の市街化調整区域から流⼊してくる⼈の新たな⽣活の場としての役割
○農村地域のライフスタイルより、生活利便性の高いライフスタイルを求め
る人の新たな生活の場としての役割を担う。
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次代を担う若者や子育て世代の定住を促進するにあたっては、

 多様化する職業選択や働き方ニーズに対応した先進的な企業・事業所の立地誘導

 都市の活力や賑わいが目に見える街で働く生きがい感の提供

国府宮駅周辺は多様な職業や働き⽅のニーズに対応した
先進的な企業・事業所が⽴地する場としての役割

配慮事項② 都市を活性化するまちづくり
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本市西部に比べると相対的に安全な状況にある国府宮駅周辺

⇒市民の安心・安全な暮らしを支える市街地としての役割

配慮事項③ 安⼼・安全のまちづくり
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（２）我が国のまちづくりの潮流

国府宮駅周辺のまちづくりの⽅向性
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ウォーカブルシティ
まちづくりの目線を自動車
目線から人間目線へ！

スマートシティ
持続的なまちづくり
に向けた新技術の
活用！

グリーンインフラ
地球環境配慮、都市
の強靭化に向けた
「みどり」の活用！

新たな交通結節点
誰もが安心、安全、快適に
移動できる都市環境を！
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（３）尾張地域のＳＷＯＴ分析

ＳＷOＴ分析と都市づくりの課題整理

18

暮らしやすい・個性的
⾼⽔準
都市環境

安 全

9
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２ 地域・地区の現況調査

稲沢の国府（古代の稲沢）の記憶発掘

20

北山ノ内遺跡

高須賀遺跡

治郎丸元屋敷遺跡

平助前遺跡

治郎丸土井遺跡

（旧島堺遺跡）

天神前遺跡
清敷遺跡

塔の越遺跡

正明寺花地遺跡

地蔵寺東遺跡

ハサバ遺跡

（旧小池正明寺遺跡）

正明寺市場遺跡

長束北浦遺跡

中曽根遺跡長束正家館跡

長束鳥居先遺跡

上間遺跡

蓮池遺跡

町長遺跡

大塚古墳
大塚遺跡

大塚東屋敷遺跡

古海道遺跡

大宮廻遺跡

大塚塚畑遺跡

稲葉一里塚跡

稲葉前田遺跡

稲葉砂山遺跡

稲葉宿本陣跡

稲葉北山遺跡

稲島城跡

稲島観音寺遺跡

辯才遺跡

醒ヶ井遺跡

高御堂遺跡

遺跡分布図と現況地図の重ね図 東畑廃寺跡

国府宮駅周辺地域に

は尾張国府跡をはじめ
古代の遺跡が多く分布。

尾張国府跡
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都市中⼼拠点地区の⼟地利⽤現況

21

⼟地利⽤現況図（Ｈ30年度都市計画基礎調査）

尾張大国霊神社

（国府宮）

稲沢中学校

国府宮デイサービス

センター

小正市民

センター

グループホーム

白寿の里

稲沢

自動車学校 国府宮駅付近の区画整理地区内（特に
線路西側）では低未利用地が多く分布。
これら低未利用地の用途は駐車場。

⼟地利⽤現況図（Ｈ30年度都市計画基礎調査）

22

稲沢市民病院

名古屋文理大学

文化フォーラム

奥田グラウンド
中和医療

専門学校

愛知真和学園

第二幼稚園

大塚小学校

デイサービスセンター

ぴあおひさま

特別養護老人ホーム

信竜
ケアハウス信竜

高御堂小学校

高御堂

中央保育園

中央図書館

農地は概ね水田。

⽂化交流拠点周辺地区の⼟地利⽤現況
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【 国府宮駅周辺地域 】
① 稲沢の国府（古代の稲沢）の記憶発掘
・国府宮駅周辺地域は古代の遺跡が多く分布
・国府宮駅前付近は尾張国府の遺跡エリアであり、名鉄名古屋本線は中央を通⾏

② 国府宮駅周辺地域の整備履歴
・国府宮駅は１９２４年（⼤正１３年）
・国府宮駅前付近の区画整理は１９５４年（昭和２９年）に施⾏開始され、施⾏期間は２９年間

③ 国府宮駅周辺地域の公園整備状況
・国府宮駅周辺の公園は区画整理により整備されており、整備後４０年以上を経過
・量的な整備⽔準は⾼いが、公園施設の⽼朽化が進⾏

④ 国府宮駅周辺地域の緑と歴史のネットワーク資源、居場所資源の発掘
・国府宮駅を中⼼として半径１km圏内の資源分布をみると、歴史⽂化、公園、教育施設等が多く⽴地

⑤ 農業関係の法規制
・市街化調整区域のまとまりある農地は農⽤地指定がされ、農地保全を法的に担保

⑥ 農業投資履歴
・国府宮駅周辺地域の農地では昭和３０年代に農業投資。但し、⼩池正明寺地区は平成時代

23

地域・地区の現況特性

【 都市中⼼拠点地区 】－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
・国府宮駅付近の区画整理地区内の区画道路は概ね幅員６mであり、⼟地の⾼度利⽤を図る場合には８m以上、
歩道設置の場合は９ｍ以上の幅員が必要

・国府宮駅付近の区画整理地区内（特に線路⻄側）では低未利⽤地が依然として多く分布。これら低未利⽤地
の⽤途は駐⾞場

【 ⽂化交流拠点周辺地区 】－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
・鉄道⻄側の地区では３m未満の道路（農道）が多い
・農地は概ね⽔⽥。畑地は少ない

24

地域・地区の現況特性

12
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３ 課題の整理

■事例調査より
 ⽬標とする都市像を実現するための「まちづくり事業」の積極的な展開

（１）都市中⼼拠点地区の課題

26

■上位・関連計画調査より
 名古屋都⼼や就業地へのアクセス利便性を活かしつつ、ゆとりある⼟地資源を活かした多様なライ

フスタイルを提供する名古屋都市圏の次世代型住宅都市の形成
 稲沢市の個性である歴史性をまちづくりに最⼤限に活⽤
 稲沢市⺠のまちなか居住を⻑期的に保証する⽣活利便性と安全性・快適性を備えた多機能複合型・

多世代居住型市街地の形成
 ⾃動⾞社会型都市から公共交通・徒歩⾃転⾞型都市へのパラダイムシフト（⼈間中⼼の街）
 緑が有する環境改善、防災、景観形成等のグリーンインフラ機能の総合的展開の推進

■地区の現況調査より
 稲沢市のシティブランディングを「尾張国府」「植⽊」で視覚的にアピール︓歴史と緑のまち
 国府宮駅周辺の低未利⽤地のビルドアップを促進するまちづくりの起爆剤となる新たなインフラ整

備及び既存ストックの改善・活⽤
 ⾝近に緑と農に触れ合える場をきめ細かく配置するとともに、そのふれあいの場を公共的な開かれ

た場とすることで住⺠相互の交流を育む
 住⺠交流の場をコアにしてまちの賑わいを創出（⼾外での⽣活活動の活発化）
 住まい、働き、学び、遊び、楽しめる多機能な住宅都市としての機能⽴地促進と空間デザイン

13



（２）⽂化交流拠点周辺地区の課題
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■上位・関連計画調査より
 稲沢市の財政基盤の強化、市⺠の雇⽤の場の確保、定住⼈⼝の流⼊促進に向けた企業誘致

■地区の現況調査より
 まとまりある農地の有効活⽤、⼀体的⼟地利⽤転換の誘導
 企業誘致に必要な産業基盤としての幹線道路網の整備促進
 既存住居系⼟地利⽤と調和する新たな⼟地利⽤の展開

28

４ 重点施策エリアの将来像等の検討

14
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（１）国府宮駅周辺地域の将来像

国府宮駅周辺地域のまちづくりのコンセプト

30
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国府宮駅周辺地域のまちづくりのコンセプト
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国府宮駅周辺地域 “まちなか⽣活中⼼地” の基本的構成

32

二つの地区の個性を際立たせること
でまちづくりのポテンシャルを高め、

多様な都市機能立地、魅力的な都
市空間形成を誘導

16



国府宮駅周辺地域 まちづくり構想図（案）
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34

（２）都市中⼼拠点地区の将来像

17



都市中⼼拠点地区 まちづくり構想図（案）
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まちづくり構想図（案） （まちなか居住エリア）

36

まちなか居住エリア
●東西を一体化し、回遊性の高
い市街地の形成
●まちなか居住の促進
●安全性の向上

18



お洒落な店舗 ⼈がたたずめる場所

まちづくり構想イメージ
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まちづくり構想イメージ

38

緑豊かで使い勝⼿がいい公園や広場

イラスト出典：２０４０、道路の景色が変わる～人々の幸せにつながる道路～(国土交通省)
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⼈が歩くことが楽しめるまち

まちづくり構想イメージ
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まちづくり構想イメージ

40

緑豊かで安⼼して歩けるまち

20



まちづくり構想図（案） （ふれあい交流エリア）
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ふれあい交流エリア
●多様な人々の交流とにぎわいの
場の創出
●交通結節点機能の強化・高度化

まちづくり構想イメージ

42

⾃動運転などに対応した⼈が主役の交通ターミナル

イラスト出典：２０４０、道路の景色が変わる～人々の幸せにつながる道路～(国土交通省)

21



まちづくり構想図（案） （歴史交流エリア）
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歴史交流エリア
●歴史的資源の魅力向上と展開
●歴史的資源の情報発信

まちづくり構想図（案） （住居系市街地エリア）

44

住居系新市街地エリア
●緑豊かな住居系市街地の形成
●安心して歩いて暮らせるまち
づくりの推進

22
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（３）⽂化交流拠点周辺地区の将来像

⽂化交流拠点周辺地区 まちづくり構想図（案）
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(

都)

妙
興
寺
治
郎
丸
線

(

都)

奥
田
線

(

都)

一
宮
蟹
江
線
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まちづくり構想図（案） （ゆとりある住宅地エリア）

47

ゆとりある住宅地エリア
・国府宮駅の徒歩圏（約１ｋｍ）
・今後の人口減少を少しでも抑制
・ゆったりと暮らせる住宅地形成

・土地区画整理事業などによる市
街地整備事業を推進

(
都)

妙
興
寺
治
郎
丸
線

(

都)
奥
田
線

(

都)

一
宮
蟹
江
線

ゆとりある住宅地のイメージ

まちづくり構想イメージ

48

可児市

可児市

可児市
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まちづくり構想図（案） （働く場となる産業地エリア）

49

働く場となる産業地エリア

・文化活動や医療といった分野
と連携が可能な中央部を産業地
エリアに設定

・市民病院と連携した健康長寿
産業などの多様な産業や研究分
野

・都市中心拠点地区と文化交流
拠点周辺地区を連携する環境に
やさしい※グリーンスローモビ
リティ関連企業

・周辺の住環境と調和が可能な
企業が立地する産業地

・地区西側の農地などと連携し
た、ファーマーズマーケット

(
都)

妙
興
寺
治
郎
丸
線

(

都)
奥
田
線

(

都)

一
宮
蟹
江
線

※グリーンスローモビリティとは

50出典：環境省・国土交通省ＨＰ

電動で時速20ｋｍ未満で公道を走る、４人乗り以上のパブリックモビリティ。
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農業と関わる施設イメージ

まちづくり構想イメージ

51

大府市げんきの郷 神戸市ファーマーズマーケット

久万高原クラインガルテン秦野市収穫体験イベント

緑豊かな産業地のイメージ

まちづくり構想イメージ

52

各務原市（テクノプラザ）

大府市（豊田自動織機）

26



まちづくり構想図（案） （⽂化交流を促進する公共公益エリア）

53

文化交流を促進する公共公益エリア

・文化の丘及びその周辺を公共公益エリアに
設定し、既存の施設の立地を維持。

(
都)

妙
興
寺
治
郎
丸
線

(

都)
奥
田
線

(

都)

一
宮
蟹
江
線

まちづくり構想図（案）（交通軸）
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交通軸

・(都)南大通線、(都)春日井
稲沢線を広域交通軸
・これらに地区内からアクセ
スする交通軸(都)一宮蟹江線
、(都)奥田線、(都)妙興寺治
郎丸線を位置づけ
・国府宮駅と文化の丘を公共
交通や将来的には※パーソナ
ルモビリティといった交通手
段で環状に結び、都市中心拠
点地区と文化交流拠点周辺地
区の連携を強化

(

都)

妙
興
寺
治
郎
丸
線

(

都)

奥
田
線

(

都)

一
宮
蟹
江
線
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※パーソナルモビリティとは

55

町中での近距離移動を想定した１～２人乗りの小型電動コンセプトカーなどを指す
次世代自動車の概念。

SEGWAY®（セグウェイ）
出典：セグウェイジャパン株式会社ＨＰ

シニアカー（ハンドル形電動車いす）
出典：スズキ株式会社ＨＰ

まちづくり構想図（案） （緑のネットワーク）
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緑のネットワーク
・美濃路では、町並みの統一や緑化に配慮

・尾張大國霊神社（国府宮）の参道入り口から
文化の丘への歩行空間を緑化し、都市中心拠点
地区と一体となった緑のネットワークを形成

・文化の丘から文化の杜を連携する緑のネット
ワークを形成

(

都)

妙
興
寺
治
郎
丸
線

(

都)

奥
田
線

(

都)

一
宮
蟹
江
線
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グリーンインフラの

活⽤のイメージ
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横浜市グランモール公園（第５回美し国づくり大賞受賞）

まちづくり構想イメージ
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